
Cグループ (A3類 )[FttAl類 (V― )]
Cグループ (D3類 )
[GttD13類 (― z)]

Ｒ
〆

Ⅳ

Bグループ (Bla類 )[GttA13類 (― z)] Cグループ (D3類)[GttD13類 (一 z)]

A2グループ (B2類 )

[KttB14類 (地D]

Bグループ (D2類 )
[KttD16類 (無 c)]

＼
上 哲

/
A2グループ (E2b類 )

Cグループ (浅然Bl類)[浅鉢CI類 ] A2グループ (浅鉢B3類)[浅鉢CIH類 ] Cグループ (市A)   Bグ ループ (重B)

Bグループ (C2a2類 )[」群B3類 (Yc)]

Cグループ (Blb類 )｀

Cグループ (D3類 )

[GttE13類 (― z)]
A2グループ (Dla類 )[IttDl類 (Xl)]

Cグループ (Cl類)EIttDl類 (X― )]

Alグループ (C2bl類 )[BttD9類 (Yw)]

[KttD17
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深鉢 A第2b類 。第2c類、深鉢 B第la類、深鉢 C第2a2類・ 2b2類、深鉢 D第lc類 。第 2類、重 B類

[Cグループ](Aょ 。A2・ Bグループに含まれないもの)

深鉢 A第 3類、深鉢 B第lb類、深鉢 C第 1類 。2a9類・第4b類 。第5b類 。深鉢 D第 3類、浅鉢 A第lb類・第 2類、

浅鉢 B第 1類、壷 A類

さらに、これら各グループの出土状況・土器組成 。文様の検討から、B・ Cグループの上器に一部 Alグループの

上器が混入したもので、A2グループには BoCグループに共伴したものと、混入したものの両方があるとしている。

そして文様の検討から、Alグループ。大木囲貝塚。大松沢貝塚の土器は大木8a式上器からの変遷がたどれる土器群

で、Cグループの上器は大小 9式への変遷がたどれる土器群とし、Bグループの上器は両者をつなぐ中間的なものと

位置付け、勝負沢遺跡Htt B・ Cグループ (A2グループの一部を含む)の上器群が、大木囲貝塚 。大松沢貝塚出土

土器群よりも新しい段階の上器群であると指摘している。

勝負沢遺跡出上の各グループ土器群と高柳遺跡出土土器群を比較検討してみる。

Alグループの深鉢形土器の器形・文様帯構成を比較してみると、口縁部が内彎しキャリパー形 (A類)に は、口

縁部文様帯と胴部文様帯とも単帯・頚部無文帯 (Al類)と、単帯の回縁部文様帯・頚部無文帯。胴部地文帯 (A2類 )

と、単帯の回縁部文様帯・胴部地文帯 (A5類)とがある。口縁部が外傾する (D類)には、日縁部文様帯と胴部文

様帯とも単帯・頚部無文帯 (Dl類)と 、口縁部文様帯と胴部文様帯とも単帯・頚部地文帯 (D3類)と 、複帯の回

縁部文様帯 。単帯の胴部文様帯 (D9類)の ものがある。口縁部が直立する (F類)は、単帯の口縁部文様帯・】同部

無文帯 (F6類)である。

日縁部文様帯には、狭小な口縁部文様帯 (A群)で、横位沈刻状渦巻沈線文 (A)、 日縁部文様帯が複帯 (B群 )

のもの、口縁部文様帯が隆沈線系単帯 (E群)の もので、独立横位渦巻隆沈線文 (P)・連結横位渦巻隆沈線文 (R)。

直線状連結横位渦巻隆沈線文 (S)がある。

胴部文様帯には、曲流横位渦巻沈線文 (a)・ 連結曲流横位渦巻沈線文 (c)。 直折渦巻沈線文 (e)。 縦位区画内展

開隆沈線文 (W)がある。

A2グループの深鉢形土器の器形・文様帯構成を比較してみると、日縁部が内彎するが、胴部の屈曲の緩やかな(B

類)も のは、日縁部地文帯 。単帯の胴部文様帯 (B14類)である。口縁部が外傾する (D類)に は、口縁部文様帯

と胴部文様帯とも単帯・頚部無文帯 (Dl類 )と 、日縁部無文帯・胴部地文帯 (D17類)がある。胴部から頚部にか

けて外傾する (E類)は、日縁部が無文帯 。胴部文様帯が単帯の (E16類)である。

日縁部文様帯には、狭小な口縁部文様帯 (A類)で、横位沈刻渦巻沈線文 (A)、 日縁部文様帯が無文・地文 (K

群)の もの、日縁部文様帯が突起付無文 (I群)の ものがある。

胴部文様帯は、直折渦巻沈線文 (e)。縦横位区画沈線文のみ (1)がある。浅鉢土器は、日縁部がやや立ち上がる

(B類)で、狭小な口縁部文様帯をもち胴部が無文 (BI類)と、胴部から回縁部へとそのまま外傾する (C類)で、

日縁部・胴部とも無文 (CⅢ類)がある。

Bグループの深鉢形土器の器形 。文様帯構成を比較してみると、口縁部が内彎しキャリパー形 (A類)に は、回

縁部文様帯と胴部文様帯とも単帯・頚部無文帯 (Al類 )と、単帯の口縁部文様帯・頚部無文帯・胴部地文帯 (A2類 )

と、日縁部文様帯と胴部文様帯が連結する (A13類)がある。日縁部が内彎するが、胴部の屈曲の緩やかな (B類 )

ものは、口縁部文様帯と胴部文様帯が単帯・ 頚部地文帯 (B3類)の ものである。胴部が外傾し、日縁部がやや内

彎する (C類)は、日縁部文様帯と胴部文様帯が単帯・頚部地文帯 (C3類)の ものである。日縁部が外傾する (D

類)に は、口縁部文様帯と胴部文様帯とも単帯。頚部無文帯 (Dl類 )と 、日縁部が無文帯・胴部文様帯が単帯の (D16

類)がある。

日縁部文様帯には、狭小な口縁部文様帯 (A群)で、横位沈刻状渦巻沈線文 (A)の もの、回縁部文様帯が隆沈線
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系単帯 (E群)で、独立横位渦巻隆沈線文 (P)。連結横位渦巻隆沈線文 (R)・ 直線状連結横位渦巻隆沈線文 (S)・

小単位連結横位渦巻隆沈線文 (T)の もの、口縁部文様帯と胴部文様帯が連結する (G群 )も の、その他の口縁部文

様帯 (J群)の もの、口縁部文様帯が無文・地文 (K群)の ものがある。

胴部文様帯は、曲流横位渦巻沈線文 (a)・ 連結曲流横位渦巻沈線文 (c)。 縦位区画内展開沈線文 (h)。 口～胴部

連結曲流横位渦巻隆沈線文 (z)がある。

Cグループの深鉢形土器の器形 。文様帯構成を比較してみると、日縁部が内彎しキャリパー形 (A類)には、口

縁部文様帯と胴部文様帯とも単帯・頚部無文帯 (Al類 )と 、日縁部文様帯と胴部文様帯が連結する (A13類 )があ

る。口縁部が外傾する (D類)に は、口縁部文様帯と胴部文様帯とも単帯。頚部無文帯 (Dl類)と 、国縁部文様帯

と胴部文様帯が単帯・頚部地文帯 (D3類)の もの、国縁部文様帯と胴部文様帯が連結する (D13類)と がある。胴

部から頚部にかけて外傾する (E類)は、口縁部文様帯と胴部文様帯が連結する (E13類 )がある。

口縁部文様帯は、単帯で沈刻状隆沈線系の口縁部文様帯 (F群 )と、国縁部文様帯と胴部文様帯が連結する(G群 )

ものと、口縁部文様帯が突起付無文 (I群)の ものがある。

胴部文様帯には、曲流横位渦巻隆沈線 (u)・連結曲流渦巻隆沈線文 (V)・ 口～胴部連結曲流横位渦巻隆沈線文 (z)

がある。

浅鉢形土器は、口縁部が大きく内彎する (A類)で、幅の広い回縁部文様帯をもち胴部が無文 (AI類)と 、胴
部から口縁部へとそのまま外傾する (C類)で、狭小な口縁部文様帯をもち胴部が無文 (CI類)がある。

勝負沢遺跡出土土器群と高柳遺跡出土土器群との比較を下にまとめた。

[Alグループ]

勝負沢

遺 跡

深鉢A 深鉢 C 深鉢D 浅鉢

第 1類 第 2a類 第 2 a類 第 2 bl類 第 1 b類 A類

高 柳

遺 跡

分 類

E tt A2類

(S地 )

E tt A5類

(P地 )

E tt Al類・E tt Al類

(Pa)     (Ra)

E tt Al類・E tt A2類

(Rc)   (S地 )

A tt F6類  B tt D9類

(A無)  (Yw)

A tt Dl類・A tt Dl類

(A― )   (Aa)

A tt Dl類 。A tt D3類

(Ae)   (A― )

AI類

[A2グループ]

勝負沢

遺 跡

郷
　
頼

深

　

第

深鉢 C 深鉢 D

第 3類 第4a類 第5a類 第la類 第 2類

高柳遺

跡分類

K tt B14類

(地 1)

K tt D14類

(地 1)

K tt E16類

(無地)

K tt E16類

(無―)

A tt Dl類・Itt Dl群

(Ae)     (Xl)

K tt D16類

(無 c)

勝負沢

遺 跡

深鉢 E 浅鉢 B類

第 1類 第 2類 第 2類 第 3類

柳

跡

高

遺

K群―類

(地地 )

K tt D17類

(無地)

BI類 C HI類



[Bグループ]

勝負沢

遺 跡

深鉢 A 深鉢 B 深鉢 C

第2b類 第2c類 第la類 第2a2類 第2b2類

高 柳

遺 跡

分 類

E tt Al類 。E tt C3類 ・ E tt Al類

(Ra)    (R― )    (P― )

E tt A2類 。E tt Al類

(S地)    (R― )

E tt Al類

(― a)

E tt Al類

(Ta)

G tt A13類

(― z)

J tt B3類

(Yc)

Y群―類

(Y地 )

第Ⅵ章 考 察

勝負沢

遺 跡

浅鉢 A 浅鉢 B

第lb類 第 2類 第 1類

高柳遺

跡分類

AI類 B―類 CI類

[中ノ内 B遺跡出土上器群](宮城県教委 :1987)

柴田郡川崎町の中ノ内 B遺跡は、東北横断自動車道仙台～寒河江線の工事に伴い、昭和60年 5月 に宮城県教育委

員会によって調査が行われた。調査の結果、縄文時代中期の住居跡 8軒と土墳 2基、ピット2基が発見された。出

土した縄文土器は大木8b式に位置付けられている。

深鉢形土器は、深鉢 A類 (頚部でくびれ、日縁部が内彎するもの)・ 深鉢 B(口縁部が外傾するもの)。 深鉢 C類

(口縁部が短く外反するもの)・深鉢 D類 (胴下端から口縁部にかけて単純に外傾するもの)・深鉢 E類 (口縁部が内

彎する球形状のもの)に大別されている。深鉢 A類は、AI類 (口縁部文様帯を持つもの)と AH類 (口縁部から

胴部に文様が連続するもの)に細分され、さらにAI類は、A I al類 (胴部文様に単位文様が認められるもの)・

A I a2類 (胴部文様に単位文様が認められないもの)、 AIb類 (胴部文様が運弧文のもの)に細分している。

勝負沢

遺 跡

深鉢 D

第lc類 第 2類

高柳遺

跡分類

A tt Dl類 。A tt Dl類

(Aa)    (Ah)

K tt D16類

(無 c)

[Cグループ]

勝負沢

遺 跡

深鉢 A 深鉢 B 深鉢 C 深鉢 D

第 3類 第lb類 第 1類 第2a3類 第4b類 第5b類 第 3類

高 柳

遺 跡

分 類

F tt Al類

(Vv)

F tt Al類

(V― )

G tt A13類

(― z)

Itt Dl類

(X― )

F tt D3類

(Vu)

K tt E16類

(無 c)

G tt E13類

(― z)

G tt E13類

(― y)

G tt D13類

(一 z)

G tt E13類

(― z)



[FttAl類

DC-91H層

AIal類 (Vc)] 6号住居ピット

号住居床面

AIal類

1号土娠底面

AIal類 [FttAl類 (Vv)]  B類 [GttD13類 (― z)]

4号住居床面

イ′F:)
2号土娠 2層

AII類 [GttA13類 (一 z)]

居床面

4号住居ピッ

譲I撞す翫:五蚤

4鷹
礫苦
C期 群剪類 (W地 )]

|― ―

17 1号住居床面
AIa2類 [FttAl類 (Vv)]

浅鉢AI類 [浅鉢CIII類 ]

AIal類 [FttAl類 (VC)]

AIal類 [FttAl類 (Vc)]

AIal類 [FttAl類 (― c)] AIb類 [FttAl類 (Vi)]
[FttAl類 (Vc)]

2号土壊 2

8

AIa2類 [FttAl類 (Vv)]AIal類 [FttAl類 (Vc)]

浅鉢AH類 [浅鉢BI類 ]

第99図 中ノ内B遺跡出土土器群 (宮城県教委 :1987)
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浅鉢は、浅鉢 A(口縁部が単純に開くもの)のみで、浅鉢 AI類 (口縁部に文様があるもの)と 浅鉢 AH類 (文

様のないもの)と に細分されている。

鉢形土器は、鉢 A(ソ ロバン玉状のもの)のみである。

各遺構の共伴関係で、特に注目されるのは 1号土墳である。底面から3個の深鉢形土器が寄せ集まった状態で出

土し、内 1点の深鉢形土器の内部から入り子の状態で 1点発見されており、墓装の可能性も考えられている。この

4点の深鉢は、A I al類 2点・AIb類 1点・B類 1点の内訳になり、これら各類型は確実な共伴関係にある。ま

た、 1号住居跡の床面からはA I al類・A I a2類。C類が共伴しているので、A I al類。A I a2類・AIb類・

B類 。C類が共伴関係にある。他のAH類 。D類 。E類についても、そう大きな時期的隔たりはないとしている。

編年的位置付けについては、大木8b式の新しい段階とされる桂島貝塚・勝負沢遺跡第■群土器の一部 (BoCグル

ープの一部)と ほぼ同時期としている。

高柳遺跡の深鉢形土器の器形・文様帯構成の分類と比較すると、口縁部が内彎しキャリパー形 (A類)の ものに

は、単帯の口縁部文様帯。頚部無文帯。単帯の胴部文様帯 (Al類)と、口縁部文様帯と胴部文様帯が連結 (A13類 )

するものとがある。日縁部が外傾 (D類)するものには、日縁部文様帯と胴部文様帯が連結 (D13類)するものが

ある。口縁部が直立 (F類)するものには、口縁部文様帯と胴部文様帯が連結 (F13類 )するものがある。

日縁部文様帯は、横位沈刻状隆沈線文 (V)の ものと、横位連続精円文 (W)、 その他 (Y)と がある。

胴部文様帯には、連続由流横位渦巻沈線文 (c)、 縦
。横位区画内展開沈線文 (1)、 連結曲流渦巻隆沈線文 (v)、 日

～胴部連結曲流横位渦巻隆沈線文 (z)がある。

浅鉢形土器は、日縁部がやや立ち上がる (B類)も ので、狭小な口縁部文様帯をもち胴部が無文のもの (BI類 )

と、胴部から回縁部へそのまま外傾する (C類)の もので、日縁部・胴部とも無文のもの (C III類)と がある。

鉢形土器は、口縁部が大きく内彎する (A類)の もので、日縁部文様帯をもち胴部が地文のもの(AH類 )である。

これら、中ノ内 B遺跡出土土器群と高柳遺跡出土土器群との比較を下にまとめた。

中ノ内B

遺跡

深鉢

A I al類 A I a2類 AIB類 AH類 B類 C類 D類

高柳遺跡

分 類

F tt Al類

(Vc)

F tt Al類

(Vv)

F tt Al類

(Vi)

G tt A13類

(― z)

G tt D13類

(― z)

H tt D13類

(Y地 )

J tt F13類

中ノ内B

遺跡

深 鉢 浅 鉢 鉢

E類 AI類 AH類 A類

高柳遺跡

分  類

J tt G5類 CH類 BI類 AI類

2 編年的位置

県内出上の上器群との検討の結果、第■群土器は中期中葉の大木8a式、大木8b式であることが判明した。大木8

a式でも古い様想を呈するもの、新しい様想を呈するものとがあり、大木8b式 も同様である。詳細な分析と検討は

別の機会にゆずりたい。
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第 2節 その他の遺物の年代
第 1節第H群土器検討の結果、縄文土器以外の上製品。剖片石器・石製品。礫石器はいずれも縄文時代中期中葉

の大木8a・ 8b式期のものと考えられる。

それぞれの遺物についても種々検討を加えたが、詳細な分析は別の機会にゆずりたい。



(あ )

青森県教育委員会   (1989)

青森県教育委員会   (1989)

青森県埋蔵文化財調査 (1990)

センター編

青森県埋蔵文化財調査 (1992)

センター編

秋田県教育委員会   (1989)

東 登・吉田義昭他  (1962)

(い )

泉町教育委員会    (1968)

泉市教育委員会    (1980)

泉市教育委員会    (1984)

泉市教育委員会    (1985)

泉市教育委員会    (1986)

一戸町教育委員会   (1983)

建設省岩手工事事務所 (1983)

伊東信雄      (1957)
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付編 1

付編 1「高柳遺跡の花粉分析」
東北大学理学部生物学教室

守田 益宗

花粉分析を行なった試料は、16区 3～ 10層から採取した 8試料、30区 3～ 7層から採取した 9試料である。試料

はKOH ZnC12~Acetolysis法で処理したが、5層より上部の試料では腐植を多く含んでいるにもかかわらず花粉の

抽出が悪いので、再度 KOH―HF―Acetolysis法 で処理した。花粉の同定は、顕微鏡の倍率を250～1250倍で行なった。

花粉分析の結果を表に、検出された主要なものの顕微鏡写真を図版に示す。

いずれの試料も花粉含量が少なく、とくに 6層以下では花粉を全く含んでいないと言ってもよい。 6層以下は腐

植もほとんど含まれておらず、短時間に堆積した堆積物であると考えられる。5層より上部では沼遺跡 (守田 :1992)

の場合と同様に、何らかの原因によって堆積した花粉が分解した可能性が高い。

過去の植生や遺跡周辺の環境の考察は不可能であるが、3層から検出されたわずかの花粉・胞子からは、Artemis‐

ia(ヨ モギ属)、 シダ胞子の比率が高く、Phaeoceros(ニ ワツノゴケ属)が検出されることから、植被の乏しい半乾

半湿の環境を推定できる。

文献 守田益宗 (1992年):「沼遺跡の花粉分析」『仙台市文化財調査報告書』第166集

花粉分析結果一覧表 (数字は個数を示す)

16区3層 IAFA層 lA反 7層 lA反父層 lA反 0層 30区7層

Pinus マツ属 1 l 1 3 1

Cttptomeria スギ属 8 1 l 5 6 1

Fagus ブナ属 1 1 1

QuerCus ヨナラ属 1 1

UImus―Zelkova エレ属―ケヤキ属 1 1

Corylus ハシバミ属 1

AInus ハンノキ属 1

Cramlneae イネ科 1

Cb・peraceac カヤツリグサ科 1 2 1 1

Perslcana サナエタデ属 1

Caryophynaceae ナデシヨ科 1 1 1

Th』たtmm カラマツソウ属 1 1

Artemisla ヨモギ属 1 4

other Compositae 他のキク科 1

l lete Ⅲpe FS 単条濤型シダ胞子 1 5

卜lete Ⅲpe FS 三条濤型シダ胞子 1

Phaeoceros ニフツノゴケ属 1

Trees 高木 1 1 1 l 2

Shrubs 低木 1 1

Herbs 草木 4 4 6 1

Ferns シダ 1 l 5

Unk■ ow■ 不明 1 6 3 2 1



図版説明

1. Pinus
2. Cryptomeria

3. AInus
4.Quercus
5. Uirnus― ZelkOva
6. Gramineac
7. Cyperaceae
8. Arternisia

9。 CaryophyHaceae
10. 1-lete type FS

ll. Phacoceros
12. plant Opal

13. plant opal

16-3層

163層
16-3帰量
164層
30-7帰雪
16-3層

30-7)「雪
164層
16-3層

163層
16-3層

30-3帰雪-1

30-3帰雪-1



付編 2

付編 2 「高柳遺跡の上壌に残存する脂肪の分析」

いズコーシャ総合科学研究所 中野寛子、明瀬雅子

長田正宏

帯広畜産大学生物資源化学科 中野益男、福島道広

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、糖質 (炭水化物)および脂質 (脂肪・油脂)がある。これ

らの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受けて崩壊してゆくだけでなく、土

の中に住んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。これまで生体成分を構成している有機質が完

全な状態で遺存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えられ

てきた。

最近、ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたことQ＼ 古代遺跡から出土した約 2千年前のトウモロコ

シ種子12j、 約 5千年前のハーゼルナッツ種子0に残存する脂肪の脂肪酸は安定した状態に保持されていることがわ

かった。このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年・万年という長い年月を経過しても変化しないで

遺存することが半J明した律)。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって誘導脂質、単純

脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している主要なクラス (種)が脂肪酸であり、その種類、

含量ともに脂質中では最も多い。脂肪酸には炭素の鎖がまっすぐに延びた飽和型と鎖の途中に二重結合をもつ不飽

和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物は不飽和型の脂肪酸を多く持つというように、動植物の種

ごとに固有の脂肪酸を持っている。ステロールについても、動物
′Lの ものはコレステロール、植物′陛のものはシト

ステロール、微生物はエルゴステロールというように動植物に固有の特徴がある。従って出土遺物の脂質の種類お

よびそれらを構成している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比較することによって、目に見える形では遺存 しな

い原始古代の動植物を判定することが可能である。

このような出土遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」という。この「残存脂肪分析法」を用

いて、高柳遺跡から出上した包含層の性格を解明しようとした。

1.土壌試料
高柳遺跡は縄文時代中期中葉のものと推定されている。この遺跡中から縄文時代中期の遺物包含層が検出された。

土壌試料はこの包含層から6点採取した。試料採取地点を図1に示す。すなわち遺跡中の16ライン東壁のⅢ層から

Ⅶ層にかけて、各層から試料を1点ずつ採取し、Ⅳ層のみは2点採取した。Ⅲ層の試料を試料 No.1、 Ⅳ層の試料を

No.2お よび No.3、 V層の試料をNo.4、 Ⅵ層の試料をNo.5、 Ⅶ層の試料をNo.6と した。

2.残存脂肪の抽出
土壌試料185～ 399gに 3倍量のクロロホルムーメタノール (2:1)混液を加え、超音波浴樽中で30分間処理し

残存脂肪を抽出した。処理液を濾過後、残澄に再度クロロホルムーメタノール混液を加え、再び30分間超音波処理

する。この操作をさらに2回繰り返して残存脂肪を抽出した。得られた全抽出溶媒に1%塩化バリウムを全抽出溶

媒の 4分の 1容量加え、クロロホルム層と水層に分配し、下層のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表 1に示す。抽出率は0.0010～0.0101%、 平均0.0029%であった。この値は全国各地の遺跡

土壌から抽出した残存脂肪の平均抽出率0.02%0よ りはかなり低いものではあったが、分析には十分な量であった。
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残存脂肪をケイ酸薄層クロマ トグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質から構成され、遊離脂肪酸が最も多

く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合したトリアシルグリセロール (ト リグリセリド)、 ステロールエステル、ス

テロールの順に多く、微量の長鎖炭化水素も存在していた。

3.残存脂肪の脂肪酸組成
分離した残存脂肪に5%メ タノール性塩酸を加え、125℃封管中で 2時間分解し、メタノール分解によって生成し

た】旨肪酸メチルエステルをクロロホルムで分離し、ヘキサンーエチルエーテルー酢酸 (80:30:1)またはヘキサ

ンーエーテル (85:15)を展開溶媒とするケイ酸薄層クロマトグラフィーで精製後、ガスクロマ トグラフィーで分

析した。)。

残存脂肪の脂肪酸組成を図 2に示す。残存脂肪から12種類の脂肪酸を検出した。このうちパルミチン酸 (C16:

0)、 パルミトレイン酸 (C16:1)、 ステアリン酸 (C18:0)、 オレイン酸 (C18:1)、 リノール酸 (C18:2)、

アラキジン酸 (C20:0)、 エイコサモノエン酸 (C20:1)、 ベヘン酸 (C22:0)、 リグノセリン酸 (C24:0)、 ネ

ルボン酸 (C24:1)の 10種類の】旨肪酸をガスクロマトグラフィーー質量分析により同定した。

各試料中の脂肪酸組成をみてみると、試料 No.1を 除くNo.2からNo.6の試料はほぼ同じ脂肪酸組成パターン

を示した。すなわち主要な脂肪酸はパルミチン酸で約31～40%分布していた。次いでオレイン酸が約22～26%、 パ

ルミトレイン酸が約14～20%分布していた。一般に考古遺物はパルミチン酸の分布割合が高い。これは長い年月の

間にオレイン酸、リノール酸といった不飽和脂肪酸の一部が分解してパルミチン酸が生成するためで、主として植

物遺体の上壌化に伴う腐植物から来ていると推定される。また動物脂肪にはオレイン酸が多く分布し、パルミトレ

イン酸を多く含む動物は限られている。植物脂肪に多く分布しているリノール酸も約 3～13%と 、一般的な遺跡土

壌よりも多く分布していた。高等動物、特に臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられるベヘン酸、リグ

ノセリン酸などの高級脂肪酸は両者の合計で約 5～ 7%と いう低い割合で分布していた。試料 No.1をみてみると、

主要な脂肪酸はオレイン酸で約37%分布し、次いでパルミチン酸、パルミトレイン酸、リノール酸の順に多かった。

高級脂肪酸はベヘン酸とリグノセリン酸の合計で約 6%と いう低い含量であった。

これらのことからⅢ層の試料 No.1に は多少動物性脂肪が混入しているものと思われるが、他のⅣ層からⅧ層ま

での試料は主として植物性脂肪で占められているものと推測される。

4.残存脂肪のステ ロール組成
残存】旨肪のステロールをヘキサンーエチルエーテルー酢酸 (80:30:1)を展開溶媒とするケイ酸薄層クロマト

グラフィーで分離・精製後、ピリジンー無水酢酸 (1:1)を窒素気流下で反応させてアセテート誘導体にしてか

らガスクロマトグラフィーにより分析した。残存脂肪の主なステロール組成を図 3に示す。残存】旨肪から12～26種

類のステロールを検出した。このうちコレステロール、エルゴステロール、カンペステロール、スチグマステロー

ル、シトステロールなど7種類のステロールをガスクロマトグラフィーー質量分析により同定した。

各試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールは試料 No.1と No.6で他の試料よりも若干多

く約 9%分布し、他の試料 No.2か らNo.5では2%前後の分布量であった。通常一般的な植物腐植土中にはコレス

テロールは4～ 8%含まれている。植物由来のシトステロールは試料 No.6で約16%と 少ない含有量であったが、他

の試料 No.1か らNo.5では約30～50%の合有量であった。特にⅣ層の試料 No.2で はその合有量が約50%と非常

に高い。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土壌で0.6以上(0、 土器。

石器・石製品で0.8～23.5を とる。●0土壌試料のコレステロールとシトステロールの分布比を表 2に示す。表からわ
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かるようにいずれの試料もその値が0.6以下を示し、特に試料 No.2か らNo.5はその値が0.1以下という低いもの

であった。試料 No。 6のみ、その値が0.5と、多少高いものであった。従って、Ⅶ層の試料 No.6を 除くいずれの試

料にも動物性脂肪が残存していた可能性は少ない。試料 No.6に は、多少動物性の脂肪が分布している。Ⅲ層の試料

No.2と No.3は シトステロールが多いことから、他の層位に
'ヒ

ベて特に植物遺体が多い。

5.脂肪酸組成の数理解析
残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料間の相関係数を求め、この相関係数を基礎にし

てクラスター分析を行って各試料間の類似度を調べた。各試料間の脂肪酸組成の類似度をパターン間距離にして表

した樹状構造図を図4に示す。図からわかるように、試料 No.1は単独でA群を形成し、他の試料 No.2か らNo.

6は相関行列距離0.05以内の近い距離で B群を形成した。その中でも試料 No.2と No.3′ま非常に類似しており、

No.4、 No.5、 No.6も )F常によく類似していた。

以上のことから各土壌層は互いによく類似しているといえる。

6.脂肪酸組成による種特異性相関
残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸 (炭素数16のパルミチン酸から炭素数18のステアリ

ン酸、オンイン酸、リノール酸まで)と高級脂肪酸 (炭素数20のアラキジン酸以上)と の比をX軸に、飽和脂肪酸

と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性相関を求めた。この比例配分により第 1象限の原点から離れた位置に

高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等に由来する脂肪、第 1象限から第 2象限の原点から離れた位置にヒト胎盤、

第 2象限の原点から離れた位置に高等動物の体】旨肪、骨油に由来する脂肪がそれぞれ分布する。第 2象限から第 3

象限にかけての原点付近に植物と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第 3象限から第 4象限に移る原点から

離れた位置に海産動物が分布する。

上壌試料の残存脂肪から求めた相関図を図5に示す。試料 No.1は単独でA群を形成し、第 3象限内に分布した。

試料 No.2からNo.6は第 2象限から第 3象限にかけての原点から離れた位置に分布してB群を形成した。これら

の位置は試料が植物腐植上であることを示唆している。

7.総括
高柳遺跡から出上した各土壌層ごとの上壌試料に残存する脂肪酸およびステロールを分析し、数理解析した。脂

肪酸の分布状況はいずれの試料も非常に類似しており、植物腐植上であると推定される。これらの各層位のうち、

Ⅳ層は植物性のシトステロールが多いことから、Ⅲ層、V層、Ⅵ層に比べて植物体が豊富であったと推定される。

ⅥI層は多少動物性のコレステロールが高いことから、動物遺体が分布してはいたが主たる遺体は植物遺体であった。
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表 1 試料の残存脂肪抽出量

試料No  採取地点 湿重量(g) 全脂質(mg) 抽出率 (%)

脩)

9)

6)

1

2

3

4

5

6

16ラ イン

16ラ イン

16ラ イン

16ラ イン

16ラ イン

16ラ イン

H層

IV層

IV層

V層

Ⅵ層

Ⅶ層

265.9

184.7

399,1

249.0

222.9

195.4

0.0036

0.0028

0.0010

0.0012

0.0101

0.0018

9.6

5。 1

3.8

3.1

2.3

3.6

表 2 試料に分布するコレステロールとシトステロールの割合

試料配  コンステロール(%) シトステロール∽デ喬/ンロL冷

1

2

3

4

5

6

8.62

2.49

2.27

2.70

2.04

8.54

30.23

50。 43

37.41

30.75

32.32

15。 90

0.29

0.05

0,06

0.09

0.06

0.54

16区

―・―一――。一―・――・く上、ィー_

一 一
一 ―
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一
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図 1 土壌試料採取地点
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図3 試料に残存する月旨肪のステロール組成

図 2 試料に残存する脂肪の脂肪酸組成
相関行列距離

群名  試料名  弊生―弓辞一」■生_名二_≦早二一≒二一迎洋生」年生_名二_≦雫上_今 0

A 高柳遺跡 No l

高柳遺跡 No.2

高柳遺跡 No3

高柳遺跡 No.

高柳遺跡 No.6

B

図4 試料に残存する脂肪の脂肪酸組成樹状構造図高柳遺跡 No 5
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図版 1 高柳遺跡航空写真



調査前遺跡近景 (南から)

調査前遺跡近景 (北から)

図版 2 調査風景

調査完了風景 (北から)
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Ⅲ区配石遺構 (SN 8)
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図版 3 航空写真、基本層位、配石遺構 (1)



配石遺構 (SN)

SN l ・ 2・ 3 ・ 4・ 5
検出状況 (1)

SN 2・ 3 ・ 4・ 5

検出状況 (2)

SN 2 ・ 3 ・ 4
検出状況 (3)

図版 4 配石遺構 (2)



SN l

検出状況

SN 7

検出状況

況ＳＮ６酬

図版 5 配石遺構 (3)



SK 6

遺物出土状況

(第386図 6)

(図版215-6)

SK
遺物出土状況

況状
ＳＫ
珈

図版 6 土墳 (1)
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図版 7 土壌 (2)



SK22・ 25。 29

完掘状況

SK 4

遺物出土状況

(第385図 2)

(図版215-5)

SK 5

完掘状況

図版 8 土墳 (3)



SK22・ 24・ 25。 26・ 29・ 30

31 ・ 32・ 33
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SK 9
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図版 9 土壌 (4)
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SKll・ 13

遺物出土状況

SK22・ 25。 26・ 29・ 31

遺物出土状況

SK14

遺物出土状況

図版10 土壌 (5)



SK15。 16・ 17

完掘状況

SK22・ 25。 26・ 29'31

遺物出土状況

一錘■軍

図版11 土壌 (6)



SK41

遺物出土状況

SK41

遺物出土状況

AG29区 4層

土器出土状況

図版12 土墳 (7)



27区 4層

土器出上状況

27区 4層

土器出土状況

AE28区 4層

土器出土状況

図版13 遺物出土状況(1)



AD15B区 5層
土器出土状況

(第 18図 1)

(図版40-2)

AD15C区 4層
土器出土状況

(第29図 5)

(図版47-7)

AD19B区 4層
土器出土状況

(第 151図 2)

(図版H4-12)

図版14 遺物出土状況(2)



AF21A区 4層
土器出土状況

(第 183図 2)

(図版134-1)

AF22B区 4層
土器出土状況

(第220図 2)

(図版155-3)

AD27B区 4層
土器出土状況

(第305図 2)

(図版202-5)

図版15 遺物出土状況 (3)



AF28区 4層

土器出土状況

AF29区 4層

土器出土状況

AD29区 5層
土器出土状況

(第347図 1)

(図版229-4)

図版16 遺物出土状況(4)



AD29区 5層

土器出土状況

(第347図 2)

(図版228-4)

AE18D区 4層
土器出土状況

(第 128図 2)

(図版102-9)

AD18C区 4層
土器出土状況

遺物出土状況(5)



AD26C区 4層
土器出土状況

(第274図 1)

(図版185-5)

AF16C区 4層

土器出土状況

(第43図 1)

(図版22-6)

図版18 遺物出土状況(6)

土器出土状況



AE19B区 4層
土器出土状況

(第 154図 1)

(図版115-7)

AD16C区 4層
土器出土状況

(第46図 7)

(図版56-1)

AF15D区 4層
土器出土】犬況

(第25図 2)

(図版44-6)

図版19 遺物出土状況 (7)



AF28区 4層

土器出土状況

(第334図 6)

(図版226-6)

AE28区 4層

土器出土】犬況

AE16区 3層

土笛出土状況

(第398図 1)

(図版260-1)

図版20 遺物出土状況 (8)



AF15B[乙 5'雷

土偶出土状況

(第391図 4)

(図版252-2)

AD18B区 5層
土偶出土状況

(第395図 3)

(図版257-7)

AG29区 4層

土偶出土状況

(第397図 6)

(図版259-3)

図版21 遺物出土状況(9)



AE19A区 4層
土偶出土状況

(第392図 4)

(図版254-3)

AF20区 2層

土偶出土状況

(第391図 5)

(図版252-5)

AF21区 2層

土偶出土状況

(第393図 1)

(図版254-5)

図版22 遺物出土状況 (10)



AF20A区 4層
土偶出土状況

(第395図 4)

(図版257-8)

AF30D区 4層
土偶出土状況

(第392図 1)

(図版253-1)

AE26A区 4層
パイプ形土製品出土状況

(第400図 2)

(図版263-1)

図版23 遺物出土状況 (11)
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I区遺構完掘状況 (南側から)

Si 3(南側から)

図版24 竪穴遺構・掘立柱建物跡 (1)

Ⅲ区ピット群検出状況



Ⅲ区ビット群

検出状況

Ⅲ区ビット

掘り方と柱痕跡検出状況

図版25 掘立柱建物跡 (2)。 井戸跡 (1)



SEI
推積状況

SE l

杭検出状況

墓積群配石検出状況

(東側から)

図版26 井戸跡 (2)・ 墓墳群 (1)



SM
配石検出状況

SM
配石検出状況

SM 5。 10

配石検出状況

図版27 墓墳群 (2)



SM 14・ 16

配石検出状況

SM 21・ 23・ 24・ 26

配石検出状況

SM22
配石と配石下の墓墳掘り方検出状況

図版28 墓壌群 (3)
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SM 20配石検出状況

SM 22配石検出状況

SM 22配石と配石下墓城掘り方

検出状況

図版29 墓境群 (4)



SM26
棺底造物出土状況

SM 6

棺底遺物出土状況

SM 24

棺底遺物出土状況

図版30 墓墳群 (5)



SM 19

棺底検出状況

SM 12

棺底検出状況

SM 43

底面遺物出土状況

図版31 墓墳群 (6)



‐ ゝ
手耳

殿r鷲
覇|
Ⅲ科

SM19
棺底検出状況

墓城群完掘状況 (西側から)

図版32 墓境群 (7)
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図版33 4～ 14区 1～ 5層出上土器 (土 -1) 239



図版34 13・ 14区 2～ 5層出土土器 (土 -2)



図版35 14区 4・ 5層出土土器 (上-3)



図版36 14区 4層出上土器 (土-4)



図版37 10。 14区 3～ 5層出土■器(土-5)



図版38 14～ 33区 2～ 5層出土土器 (土-6)



図版39 15区 5層出土土器 (土 -7)
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図版40 15区 5層出土土器 (土-8)



図版41 15区 5層出土土器 (上-9)



20図 1

図版42 15区 4・ 5層出土土器 (土 -10)



23図 3

図版43 15区 4層出土土器 (土―H)



24図 5    1 1

図版44 15区 4層出土土器 (土 -12)



図版45 15区 4層出土土器 (土 -13)
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図版46 15区 4層出土土器 (土 -14)
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図版47 15・ 16区 4・ 5層出土土器 (上 -15)



くヽ I韓

層出土土器 (土 -16)図版48 15区 1～ 5



32図 4

図版49 15。 16区 1～ 5層出土土器 (上 -17)



図版50 16区 5層出土土器 (土 -18)



図版51 16区 5層出土土器 (上 -19) 257
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図版52 16区 4・ 5層出土土器 (土 -20)
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38図 6

図版53 16区 4・ 5層出土土器 (土 -21)



図版54 16区 4層出土土器 (土 -22)
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図版55 16区 4層出土土器 (土 -23)
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16区 4層出土土器 (土 -24)



図版57 16区 4層出上土器 (土 -25)
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図版58 16区 4層出土上器 (上 -26)
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52図 7

52漫騒10

52轡31ユ

51図 7

図版59 16区 4層出土土器 (土 -27)



図版60 16区 4層出土土器 (土 -28)



図版61 16区 2・ 4層出土土器 (土 -29) 267



図版62 16区 4層出土土器 (土 -30)



図版63 16区 4層出土土器 (土 -31)



58昼雪3

58図 5

図版64 16区 4層出土土器 (上 -32)
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61図 5

図版65 16区 4層出土土器 (土 -33)
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272 図版66 16区 3・ 4層出土土器 (土 -34)
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図版67 16区 3層出土土器 (土 -35)
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図版68 16区 3・ 5層出土土器 (土 -36)
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68図 4

67優雪14

69図 3

69園雪6
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67図 9

図版 69 16区 2

67厩a3

。3層出土土器 (土 -37)



71図 6

71図 13
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276
図版70 16区 1・ 2層出土土器 (土 -38)
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図版71 17区 5層出土土器 (土 -39) 277
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図販72 17区 5層出土土器 (上 -40)
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図版74 17区 5層出土土器 (上 -42)




